
　
福
島
鰹
㈱
は
、
愛
媛
出
身
の
福
島
明
一
郎
が
大
正
１１
年
に
創

業
。
翌
年
に
は
実
弟
の
龍
助
（
前
々
会
長
）
が
上
京
、
兄
弟
で

削
り
節
を
中
心
に
商
い
を
始
め
ま
し
た
。当
時
は
乾
物
屋
が
シ
ェ

ア
を
握
り
、
後
発
で
あ
り
ま
し
た
が
、
持
ち
前
の
営
業
力
や
産

地
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
で
差
別
化
を
図
り
、
顧
客
の
信
頼
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
昭
和
25
年

に
法
人
化
。
同
業
他
社
に
先
駆
け
て
「
業
務
用
だ
し
」
に
商
品

を
特
化
し
、
大
手
の
追
随
を
許
さ
ず
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
同
社
の
強
み
は
提
案
力
。「
だ
し
を
知
り
つ
く
し
た
社

員
が
、
顧
客
や
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
魚
や
昆
布
な
ど
の
素
材
の
ブ

レ
ン
ド
を
提
案
。
近
年
は
魚
介
だ
し
ブ
ー
ム
に
よ
り
ラ
ー
メ
ン

店
で
の
需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
」
と
宇
田
社
長
は
語
り
ま
す
。

最
近
は
、日
本
食
ブ
ー
ム
に
沸
く
海
外
で
の
需
要
が
旺
盛
と
な
っ

て
い
ま
す
。
宇
田
社
長
は
、「
4
年
前
に
手
探
り
で
海
外
に
販

路
を
求
め
、
一
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
に
現
地
法
人
を
設
立
。
現
在

は
15
カ
国
と
お
取
引
を
し
て
い
ま
す
」
と
、
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
㈱
宇
佐
美
松
鶴
堂
は
、
天
明
年
間
に
初
代
・
宇
佐
美
直
八
が

本
願
寺
ご
用
達
の
表
具
屋
と
し
て
創
業
。
当
代
で
９
代
目
、

２
3
０
余
年
の
歴
史
を
有
し
、
掛
け
軸
・
襖
絵
等
の
障
壁
画
・

古
文
書
等
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
含
む
、
幅
広
い
文
化
財
の

修
復
を
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
「
保
存
と
修
理
」
は
、

伝
統
に
固
執
せ
ず
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
技
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
先
端
技
術
も
取
り
入
れ
、
文
化
財
の
劣
化
を
抑
え
、
本
来

の
姿
を
少
し
で
も
長
く
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

表
具
に
大
切
な
も
の
は
、
糊
、
和
紙
、
裂
地
。
中
で
も
年
に

一
度
製
造
す
る
「
古
糊
」
は
同
社
の
財
産
と
も
い
え
る
商
売
道

具
で
す
。「
糊
を
10
年
寝
か
せ
る
こ
と
で
、
本
来
の
接
着
力
が
落

ち
、柔
ら
か
く
仕
上
が
り
ま
す
し
、再
修
理
も
可
能
で
す
。
5０
年
、

1
0
0
年
後
を
見
据
え
た
補
修
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
宇
佐
美
社
長
は
語
り
ま
す
。
日
本
の
伝
統
技
術
は
海
外

か
ら
も
注
目
を
集
め
、
5０
名
を
超
え
る
外
国
人
が
同
社
で
修
業

を
積
み
、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
は
じ
め
、
各
国
の

博
物
館
で
文
化
財
補
修
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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立
石
会
頭
の
会
員
訪
問
レ
ポ
ー
ト

立
石
義
雄
会
頭
も
、会
員
の
皆
さ
ま
を
訪
問
し
、ご
活
躍
の
現
場
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。そ
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。

国内外の人々を魅了する和食や文化財。華やかな舞台の裏で、これらを支え続ける人々の想いや技に感銘を
受けた。今回訪問した2社は、歴史・伝統・文化の中で育まれた先人の知恵を受け継ぎ、京都ならではの特
色を活かした「知恵ビジネス」企業と言える。国内外への「京都ブランド」の発信に更なる活躍を期待したい。

だしの素材についてご説明を伺いました

「古糊」のご説明を伺いました

会頭の
ひとこと
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地
域
の
特
色
を
活
か
し
自
律
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
所
で
は
、「
京
で
働
き
、
京
で
暮
ら
す
」
を
合
言
葉
に
京
都
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
京
都
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
食
と
伝
統
工
芸
を
「
縁
の
下
」
で
支
え
る
２
社
に
訪
問
し
ま
し
た
。
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